
１　介護サービス種別を教えてください
（複数該当する場合は、ご契約の事業所様の主たるサービスを１つお選びください）

介護老人福祉施設

１４（２３％）

介護老人保健施設

８（１３．１％）

その他（医療機関、障

がい福祉など）

６（９．８％）

訪問介護・訪問入浴介護８

（１３．１％）

通所介護・認知症対応型通所介

護６（９．８％）

通所リハビリテーション

１（１．６％）

特定入居者生活介護

５（８．２％）

認知症対応型共同生活介護

４（６．６％）
居宅介護支援・介護予防支援

３（４．９％）

訪問看護１（１．６％）

小規模多機能型居宅介護

１（１．６％）

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

４（６．６％）



　●２（講義内容）についてご自由にご記入ください

・ 研修担当者です。どう参加しない、できない職員へ研修に参加をしてスキルアップしてもらおうと試行錯誤していたところの研修でしたので、参考になりました。

・

・

・ 貴社の介護技術動画サービスを始めどう利用していくことが効果的か学ぶことができました。

・ お茶の水学院の研修を活用があまりできていないので、積極的に活用していきたいと感じた。効果のある研修につなげていく機会、方向性が見えてきた。

・ 判りにくい部分は、事例を用いて説明して頂きとても良かったです。

・ 研修の進め方についての考え方がとても参考になりました。

・ 以前も同じような内容は受講したことがあるが、何をまずしたらよいかのイメージがしやすい。

・ 小さな成功体験の積み重ねが大事であることが理解できた。

・ 研修への取り組み方が勉強になった。

・ ウチの施設だったらどうするか？という観点で聞いているのですが、従来型、ユニット、などいろいろなパターンがありますので、どの型にも少しヒントをいただけるとありがたいと思います。

・ 配信サービスで、研修の管理方法を見させて頂き、より具体的な管理方法を教えて欲しかったです。

・ ネット配信サービスの活用方法を具体的に知りたかったが、研修企画の心構えなどの基本的な知識は良く分かった。

・ 前回の復習もありましたが、、現状なかなか実践に移せずにおります

・ 研修動画配信サービス利用しています。今回はサービスを受けている事業者の向けての研修だと思っていました。

リーダーは、一人より複数で内容を共有して机上（紙＆ｎｅｔ）と実践を組み合わせて、時間をかけ何度も同じことを繰り返して伝える。目標を小さく立てて到達感を共有することが大事である。と

解釈しました。

動画で学んだ内容を自事業所でどうするか考え実行するという研修の組み立て方は、そのままでよいと確信が持てたこと、基本を知り今後取り組むべきこと、課題が見えたので受講してよかったと思

います。

6．8％



・ 講師のおっしゃるとおり、ボリュームある内容でした。

・ （フォローアップ研修ネット配信について）講師により、分かりやすかったり、分かりにくかったりする。

・ 短時間で膨大な量の情報だったので少し理解に時間がかかりそう…。

・ 短時間で膨大な量の情報だったので理解に時間がかかった。

・ 期待していた内容と違っていた。

・ 過去の研修（研修負担の軽減と～）と同じ内容で期待外れでした。

・ 第１弾と重なる内容が多く感じたため

・ 時間が少なかったです

・ 基本的な内容のみだったので学びがなかった

・ 新しい学びや実践に結び付く内容ではなかったため。

●３（講師及び講義の進行）についてご自由にご記入ください

・ テンポよくすすみ、話も聞き易かったです。

・ 知りたい内容でも入ってこない講義もありますが、分かりやすく自分の中に届きました。

・ とても理解しやすい形でポイントも明確にお話いただきました。

・ 以前、対面での研修へ参加させて頂いた時も神智淳先生でした。とても分かりやすかったです。

・ 時間内で例も多くお話しいただき、飽きないように工夫されており、大変良かったです。

・ 時間がない中で、たくさんの情報を知ることができてよかったです。

・ ZOOMでいろいろとできるなあと、参考になりました。

・ 時間を短縮しながらの講義のため、講師の方も大変だったと思いますがその中でもとても丁寧にお話ししてくださりわかりやすかったです。

・ 少し講義のスピードが速かったですが、ポイントを教えて頂いたので良かったです。

・ このスピード感が、もはや気持ち良くなっております

・ 時間は丁度良く集中できた。早く口で少し内容が行ったり来たりしていたようにも感じたが資料で確認する事が出来たので問題なかったと思います。

・ 問題なかったと思います。

・ 内容も分かりやすく良かった。

・ いつもありがとうございます。

・ 講師もおっしゃっていましたが、ペースが早かった

・ 先生も気にしていたが、早口だった。内容がもう少し難しい物であれば理解しずらい。

・ 少し早口で聞き取りにくい時がありました。



●４（資料）についてご自由にご記入ください

・ ポイントがまとまっていて分かりやすいです

・ 研修形式（会場レイアウト）の資料は興味深いです。

・ 分かりやすい研修内容でした。

・ 写真などの貼付もあり、判りやすい部分も多かったです。

・ 資料が詳細で分かりやすかった。

・ とても分かりやすい資料でした。

・ 資料があってよかった。

・ 見やすかったと思います。

・ わかりやすかったです。

・ 見ただけでもある程度理解できる資料だった

・ 問題ありませんでした。

・ 具体的内容があると良かった

・ 専門的内容を噛み砕いて話して頂いているので分かりましたが、項目を分かりやすい表現にして頂くと後日の復習が楽になると思いました。

・ スライドとしてはシンプルでよいが、配布するとなると枚数がかさむため



●５（ZOOMによるオンライン研修）についてご自由にご記入ください

・ 居ながらにして学習できるのは、ありがたいです。

・ お互いの顔が見えるのはやはり良いです

・ 大きなテレビで受講者感染対応で視聴することができ、良かったです。

・ コロナに関係なく気軽に参加できて良い。

・ 時間を有効に使えるため、良い。パワーポイントも見やすく、聞きやすい。

・ 時間が合わなくても、後で見れるというのが更に良かったです。

・ 無料はありがたい

・ 対面式の方がどうも実になるような気はしますが、今後はZOOMがメインとなるでしょうから、こちらが慣れて行くしかないのでしょうね。

・ 遠方でも参加できる

・ 移動時間等ない分、ゆとりがありました。

・ 時間が合えば移動することなく参加できるので良かった。

・ 資料の分量としてちょうどよかった。（時折60-100ページみたいな研修もあるので）印刷の費用も今期増えています。

・ 慌ただしく感じました。

・ 共有画面がはっきり見れると良かったです。

・ 途中、画面切り替えに若干問題発生したのが残念だった。

・ 1時間半ノンストップでの研修は集中力が続きにくいと感じました。

・ 1時間半をノンストップで聞いていたのでもう少しゆっくりだとより良かったかなと思いました。



３．３％

４．５％

５．９％



●ZOOMによるオンライン研修で、今後取り上げてほしいものがありましたら、ご記入ください

・ 研修動画配信サービスを利用している事業所が、実際にどのように活用し成果ができているか、実践発表形式で聞いてみたいです。

・ 職員同士のコミュニケーション、チーム・ビルディング

・ 災害訓練、ターミナル、感染、リスクマネージメント、認知症、人材育成

・ 会議室などで行える入浴・排泄の実技演習例

・ 実地指導対策

・

・

・ BCPについて、ライフの運用について、マニュアル作成について

・ BCPのひな形、加算の上位区分を取得する方法等

・ 地域連携の取り組み方法など

・ 障害者（児）についての研修

・ ファシリテーション

・

・ オンライン研修を視聴後に、視聴した職員とオンライン等で意見交換等をして研修効果を高めたいと思っています。より効果的な方法があれば教えていただきたい。

・ 法の解釈　業務負担の軽減について、やらないでも良い事など

・ 新入社員向け、中堅職員向け、指導層向けの研修体系とカルキュラム内容

・ 個人研修計画作成

・ 現場は、今現在厚労省の考えが強制されているが、それに反対する人の意見を聴きたい。

・ 研修についてもう少し違う観点より研修を受けてみたいと思いました。

・ 特にありません。

●その他、お気づきの点がありましたらお聞かせください

・ 研修を受ける側ですが、する側になるのは、それなりのスキルや性格がないと難しいと思いました。

・ 研修動画の視聴等を個別課題としてヘルパー等に課した場合、30分程度であれば負担は少ない様です。今の編集をしての30分研修ではない「30分研修」があるとありがたいです。

・ 災害対策や感染症のBCP作成について知りたい

・ このような研修を無料で受けさせていただき、感謝いたします。機会があれば、また受けたいです。ありがとうございました。

・ 受講証明書お願い致します　今日はありがとうございました

・ 介護技術動画配信の研修の中で、「緊急時対応」の「窒息時の対応」について、先生によって対応が違い、どちらを研修に使ってよいか迷うものがあり困りました。

・ 研修の対象者が書いてなかったので、受講してみましたが、介護施設向けの研修だったので、少しがっかりでした。

・ 特にありません。

　参加者１４４名のうち、６１名の方々からアンケートのご回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。　お茶の水ケアサービス学院

①国の「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」にある、本人の意志決定を支援するための「医療・ケアチームと十分な話し合い」をする原則が述べられているが、どの

時期に、何を起点に話し合いの機会を持ったらよいか？

②入居に際して、身元保証人など入居者を支える親族等に対して、どこまでの役割を求める事ができるか？本人の意思が確認できない場合に、手術をするかどうかなど医療上の選択、自施設で対応で

きず、他施設へ移ってもらう必要が生じた場合の、施設の選択や手続きを身元保証人に求めたいが？

リスクマネジャーにリスクの研修を受講させると現場職員に研修内容のまま指導しようとする。ではなくてマネジャーとして得た知識をどう活かすか。自身の役割は何なのかを重点的に教えてほし

い。


